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1.  研究背景と課題  
 サーバ仮想化を実現する新たな方法としてコンテ

ナ型仮想化である Docker が注目を集めている．しか

し，コンテナの配置，操作には，ホスト OS を経由する

必要がある．これに対処するためコンテナ管理ツール

である Kubernetes が提案されている．しかし，設定フ

ァイルを作成するためには，Docker と Kubernetes 双

方のモデルを理解する必要がある． 
 本稿では Chef と Kubernetes の管理モデルを対応

づけ，Chef で作成した設定ファイルを Kubernetes で

利用可能にするコンテナ管理方法を提案する． 
2.  関連研究 
2.1. Kubernetes[3] 
 Kubernetes は複数のホストにまたがって Docker[2]
コンテナを配置し，スケジューリングするコンテナ管理

ツールである[4]．Kubernetes の独自の概念として

Pod，Replication Controller，Service の 3 つがあり，

サービスとして提供されている[4]． 
2.2. Chef[1] 
 Chef はサーバ構築の自動化を行う構成管理ツール

である[5]．各構成要素の役割や環境を記述した構成

ファイルを作成し，実行手順をコードとしてまとめた

Recipe でサーバ構築を行う．Chef には Infrastructure 
as Code[5]の考え方があり，一度作成したコードは再

利用できる． 
3.  アプローチ 

本稿では，構成管理ツールである Chef の構成要

素を利用し，Kubernetes の設定ファイルを生成するコ

ンテナ管理方法を提案する．  
 クライアントは Chef の構成ファイルに Kubernetes の

設定を記述し，実行する．Chef では，クライアントの

要求を基に Kubernetes で使用するための設定ファイ

ルを生成し，Kubernetes の Master サーバに設定ファ

イルを送信する．Master は Chef から送信された設定

ファイルから要求プロセスを実行し，Node サーバに

サービスを適用する．これにより，管理者が Chef の

考 え 方 で 各 構 成 フ ァ イ ル に リ ソ ー ス を 記 述 し ，

Kubernetes のコンテナ管理を容易にする． 
4.  提案アーキテクチャ 
 提案アーキテクチャの構成を示す(図 1)．  
                             
 

 

 
 

(1) クライアントは各構成ファイルに設定を記述し， 
Node の構成ファイルを実行する． 

(2) Node から Role と Environment の構成ファイルを
実行する．そして，Recipe に各構成要素で設定
した値を集約する． 

(3) template の構成ファイルに Recipe に集約したハ
ッシュ値を代入する．設定ファイルを生成し， 
Kubernetes の Master に送信する． 

(4) Master は設定ファイルの情報を取得し，Node に
対して Kubernetes のサービスを行うコンテナ管理
を実現する．  

 本研究は Kubernetes の Pod, Replication Controller, 
Service の 3 種類のサービスを Chef と Kubernetes を

連携して実行する． 
 

 
図 1 提案アーキテクチャ 

 

5.  構成管理モデル 
5.1. Chef と Kubernetes の構成管理モデル 
 Chef の各構成要素と Kubernetes の設定ファイルの

フィールドの構成管理モデルとを対応づけで，Chef
の構成管理モデルで Kubernetes のコンテナ管理を

実現する． 
 Chef の各構成ファイルは Attribute という構成情報

を定義する．各構成要素に役割や環境などを記述で

きる．役割や環境は Role や Environment ごとに記述

する要素が異なる．また，各構成要素間に優先度の

関係がある． 
 Kubernetes では，設定ファイルの各フィールドによ

って Pod などのサービスの役割や環境を記述する要

素が異なる．  
5.2. 構成管理モデルの対応づけ 
 Chef と Kubernetes の構成管理モデルから双方の

対応づけを行い，提案するコンテナ管理の構成管理

モデルを示す．これによって，Chef の構成ファイルに

Kubernetes が設定ファイルのどのリソースを管理する
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か明確になる．Chef に対応する Kubernetes の管理

範囲の説明を示す(表 1)． 
 

表 1 Chef に対応する Kubernetes の管理範囲 
 

Chef Kubernetesフィールドとの連携

優先順位 構成要素 Chefにおける用途 対応フィールド 提案するコンテナ管理における用途

1 Node ノードを定義 apiVersion,kind サービスの定義(Kubernetes APIの
バージョン, サービスの種類)

2 Role ノードの役割を定義する
定義

metadata,spec Podの名前，ラベル設定，Docker 
imageなどの役割のリソースを定義

3 Environment ノードの環境を定義
する定義

metadata,spec コンテナ，ポート，ボリューム，レプリカ
数などの実行環境のリソースを定義

4 Recipe コードで書いたノード設
定を手順通りに実行

- Attribute系のkey-valueを集template
に代入し，Kubernetesに適用

5 Attribute Recipeを実行すると
必ず実行するAttribute

status サービスのステータスを確認するリ
ソースを定義  

 

 Chef と Kubernetes の管理対象の対応づけを Pod，

Replication Controller，Service の 3 種類のサービス

ごとに定義する．例として Pod サービスの Chef と

Kubernetes の管理対象の対応づけを示す(図 2)． 
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図 2 Pod サービスの Chef と Kubernetes の 
管理対象の対応づけ 

 

6.  例題への適用 
 提案した構成管理モデルから構成ファイルを作成

し，例題に適用することで構成管理モデルの妥当性

を示す． 
6.1. Pod サービスの作成 
 Pod サービスで nginx を実行するためのコンテナ配

置する例を示す．Chef の構成要素に記述する設定

ファイルのフィールドとリソースとの対応を示す(表 2)． 
 

表 2 Chef の構成要素と Pod サービスリソースとの 
対応  

 

6.2. Pod サービスの配置確認 
 Chef の各構成ファイルにリソースを記述し，Chef-
Solo で実行した結果を示す(図 3)．Chef の環境内で

設定ファイルが生成されることを確認した．Chef から

生成された設定ファイルが Kubernetes の Master に

適用されたことを確認した．Kubernetes の Master から

Pod サービスの状態を取得し，Pod が Node に配置さ

れていることを確認できた．これによって，Chef で

Kubernetes の Pod を管理できることを確認した．  
Chef実行環境

Pod状態取得

 
 

図 3 Kubernetes と Chef を連携したコンテナ管理  
 

7.  評価と考察 
7.1. Chef と Kubernetes の構成管理モデルの実現 
 Chef の構成ファイルで Kubernetes のリソースを管

理することを実現した．これによって，Chef の構成要

素に Kubernetes のどのフィールドを管理すればいい

か明確になる．  
7.2. コンテナ管理方法の考察 
 Kubernetes のコンテナ管理には設定ファイルに

Docker と Kubernetes の双方のモデルを理解しないと

使用が難しい特徴があった．本稿では，Chef の構成

要素にある役割範囲の特徴を活かし，構成管理モデ

ルで Kubernetes のリソースを管理することが可能にな

る．また，一度作成した構成ファイルの再利用ができ，

コンテナ管理の効率化につながる． 
8.  まとめ 
 本稿では，Kubernetes のコンテナ管理の効率化を

目的に Chef を応用したコンテナ管理方法を提案した．

Chef の構成要素の各構成の役割範囲の特徴を活か

し，Kubernetes のフィールドの対応範囲を明確にした

構成管理モデルを提案した．提案モデルに基づき，

Chef の各構成ファイルに Kubernetes のリソースを記

述し，その妥当性を示した．これによって，Chef で

Kubernetes のコンテナ管理ができることを確認した． 
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構成要素 対応フィールド Pod サービスのリソース
Node apiVersion,kind  
Role metadata name, labels 

spec containers 
- name 
- image 

Environment spec containers 
- ports 

- containerPort 
Attribute status phase 
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